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す
ぐ
今
日
か
ら

子
供
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

 

『
リ
サ
イ
ク
ル
』
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
近
年
頻
繁
に
耳
に
す
る
言
葉
で
皆
さ
ん
知
っ
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
他
に
も
リ
デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
は
知
っ
て

い
ま
す
か
。
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
る
が
、
日
常
生
活
の
中
で
実
行
し
て
い
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
し
、
温
暖
化
が
進
む
地
球
環
境
を
ま
も
り
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
こ
の
３
Ｒ
活
動
を
う
ま
く
行
い
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

ゴ
ミ
を
減
ら
す

 

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

•
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
買
わ
な

い
。

•
マ
イ
バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
。

•
過
剰
包
装
を
こ
と
わ
る
。

•
詰
め
替
え
品
を
買
う
。

•
使
い
捨
て
製
品
は
買
わ
な
い
。

▼
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

く
り
か
え
し
使
う

 

（
リ
ユ
ー
ス
）

•
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
（
牛
乳

ビ
ン
の
よ
う
に
回
収
し
再
び

使
う
も
の
）
製
品
を
買
う
。

•
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
欲

し
い
人
に
譲
る
。

•
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
う

ま
く
活
用
す
る
。

▼
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

 

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

•
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
し
、
資

源
と
し
て
回
収
す
る
。

•
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を

購
入
す
る
。

▼
不
要
物
の
適
切
な
処
分

•
ど
う
し
て
も
使
え
な
い
も
の

は
、
し
っ
か
り
と
分
別
し
て

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
す
。

•
最
後
に
残
っ
た
も
の
を
山
や

川
に
捨
て
な
い
。

★
循
環
型
社
会
に
向
け
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
法
律
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法

○
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

○
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

○
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

○
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

不
要
物
の
処
分
は
、
法
律
に

則
っ
て
適
切
に
処
分
を
行
い
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

資源回収する子供たち
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二
、
三
ペ
ー
ジ
の
下
に
あ
る

二
つ
の
グ
ラ
フ
（
ど
ち
ら
も
資

源
物
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

た
分
の
重
さ
は
含
み
ま
せ
ん
）

を
み
る
と
、
過
去
五
年
の
間
に

町
内
か
ら
一
年
間
に
排
出
し
て

い
る
ご
み
の
量
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
が
一
年
間
に
排
出
し
て
い

る
ご
み
の
量
は
、
こ
こ
数
年
間

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
二
十
年
度
は
わ
ず
か

な
が
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
増
加
傾
向
に
転
じ

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
減
量
化

に
対
す
る
住
民
の
意
識
が
薄
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
ご
み
処
理
に
は
、
大
量

の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
地
球

温
暖
化
の
進
行
を
加
速
さ
せ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
を

生
き
る
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
小
さ
な
町

か
ら
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
私
た

ち
の
役
割
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

ご
み
は
、
集
積
所
に
出
せ
ば

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
小
さ
く
て
も
一
人

ひ
と
り
の
積
み
重
ね
が
大
切
で

す
。
す
ぐ
今
日
か
ら
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

みんなの協力で集められた大量の資源（横田地区）
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地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
を

金
山
小
で
防
犯
教
室

　

四
月
二
十
日
、
金
山
小
で
金
山
駐
在
所
の
菊
田

修
朗
警
部
補
、
会
津
坂
下
警
察
署
の
八
巻
文
枝
少

年
警
察
補
導
員
を
講
師
に
迎
え
防
犯
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
が
「
み
ん
な
を
ど
こ
か
に
連
れ

て
行
っ
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
お

金
を
取
っ
た
り
、
い
た
ず
ら
し
よ
う
と
す
る
人
が

い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
に
つ
い
て
い
か
な
い

よ
う
に
、『
い
・
か
・
の
・
お
・
す
・
し
』

い
か
（
い
か
な
い
）

の　

（
の
ら
な
い
）

お　

（
お
お
声
を
出
す
）

す　

（
す
ぐ
に
逃
げ
る
）

し　

（
し
ら
せ
る
）

を
守
る
よ
う
に
約
束
し
て
下
さ
い
」
と
話
す
と
児

童
全
員
大
き
な
声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
児
童
を
代
表
し
て
遠
藤
峻
君

が
「
今
日
学
ん
だ
の
は
、『
い
か
の
お
す
し
』
で
す
。

散
歩
の
時
な
ど
用
心
し
た
い
で
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
後
、
児
童
全
員
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

長
谷
川
さ
ん
に

行
政
相
談
員
の
感
謝
状

　

四
月
二
十
日
、
役
場
に
お
い

て
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
二
期
四
年
に
わ
た
り
、

行
政
相
談
員
を
努
め
た
長
谷
川

義
助
さ
ん
（
川
口
）
に
総
務
省

福
島
行
政
評
価
事
務
所
長
の
大

塚
喜
平
氏
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
に
あ
た
り
町
長
が
、「
二

期
四
年
間
に
わ
た
り
地
域
の
い

ろ
い
ろ
な
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
員
は
、
国
の
仕
事

や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を

聞
き
、
関
係
行
政
機
関
に
通
知

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
苦
情
の

解
決
を
図
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

金
山
町
を
Ｐ
Ｒ

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン

　

五
月
一
日
、
Ｊ
Ｒ
会
津
川
口
駅

構
内
に
福
島
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
と
し
て
『
金
山

町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
金
山
町
の
特
産
品

を
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
金
山
町

の
観
光
の
宣
伝
、
案
内
、
情
報
発

信
を
行
い
、
金
山
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
も
の
で
す
。

　

運
営
は
企
業
組
合
お
く
愛
ズ
が

行
い
、
代
表
を
務
め
る
目
黒
祐
一

さ
ん
（
八
町
）
は
、「
金
山
町
に
来

て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
に
、
た
く

さ
ん
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い

た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
。

金
山
町
の
顔
と
し
て
自
分
た
ち
も

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

真剣に話を聞く児童たち

観光情報センタースタッフの皆さん

感謝状を受け取る長谷川さん

ふ

る

さ

と

歴
史
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

五
月
二
日
の
福
島
民
報
は

『
沼
沢
家
へ
の
忠
誠
連
判
状
』

を
五
段
抜
き
で
報
じ
ま
し
た
。

　
『
金
山
町
史
』
編
纂
の
当
時

は
発
見
さ
れ
ず
、「
連
判
状
こ
そ

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
忠
誠
心

は
山
ノ
内
氏
に
対
す
る
も
の
と

同
じ
だ
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
白
石
片
倉
家
に
仕
え
る

川
口
亀
之
丞
も
、
祖
父
、
父
と

三
代
続
い
て
金
山
谷
に
来
訪
、

亀
之
丞
の
時
は
、
宿
泊
す
る
加

藤
家
が
、
数
年
前
火
災
に
な
り
、

昼
食
の
賄
い
を
現
在
の
五
ノ
井

良
人
家
で
行
っ
た
の
で
『
年
代

記
』
に
書
き
留
め
ら
れ
、『
主
従

誓
約
名
判
状
』
が
提
出
さ
れ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
の
金
山

谷
・
伊
北
郷
を
領
し
た
山
ノ
内

の
御
三
家
が
忠
誠
連
判
状
を
旧

譜
代
の
農
民
よ
り
受
け
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
に
現
沼
沢
出

沼
沢
家
の
忠
誠
連
判
状
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中
丸
正
夫
さ
ん

金
山
中
に
絵
画
を
寄
贈

　

こ
の
ほ
ど
、
会
津
若
松
市
在
住
の

中
丸
正
夫
さ
ん
（
越
川
出
身
）
か
ら

金
山
中
学
校
の
開
校
を
記
念
し
て
絵

画
（
リ
ト
グ
ラ
フ
）
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
永
井
研
治
の

「
白
線
」、
斉
藤
次
郎
の
「
夜
明
け
」、

天
春
永
次
の
「
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
船
」

な
ど
合
わ
せ
て
五
点
。
中
丸
さ
ん
は
、

奥
会
津
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
の

中
で
育
つ
子
供
た
ち
に
海
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
海
に
ち
な
ん
だ
作
品

を
多
く
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
絵
を

見
て
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
美
的
感
覚
な

ど
も
磨
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

予
防
消
防
の
徹
底

消
防
団
防
火
パ
レ
ー
ド
と

春
季
検
閲
式

　

四
月
十
五
日
、
金
山
町
消
防
団
の

防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
内
全
域
を
三
班

に
分
か
れ
て
予
防
消
防
徹
底
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
九
日
に
は
、
町
民
体
育

館
で
金
山
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
が

行
わ
れ
、
消
防
団
員
、
来
賓
各
位
、

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
な
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
長
、
警
察
消
防
連
絡

協
議
会
長
の
挨
拶
の
後
、
通
常
点
検

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
悪
天

候
の
た
め
、
屋
内
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
団
員
は
気
持
ち
の
入
っ
た
表
情

で
臨
み
、
突
然
の
災
害
へ
の
備
え
を

万
全
に
し
て
い
ま
し
た
。

中丸さん（右）と寄贈された絵画

生きがいのある人生とは
こまどり・白寿学級合同開講式で講演会

　

四
月
十
六
日
、
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
こ
ま
ど
り
学
級
・

白
寿
学
級
の
合
同
開
講
式
と
喜

多
方
市
の
水
戸
昇
教
育
研
究
所

長
の
水
戸
昇
氏
に
よ
る
『
輝
く

自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
』
と
題
し
た
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
戸
氏
は
時
折
、
参
加
者
と

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
時
に

は
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
人
間

一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
可

能
性
や
、
こ
れ
か
ら
生
き
が
い

あ
る
人
生
を
送
る
た
め
の
数
々

の
ヒ
ン
ト
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
六
十
名
の
参
加
者
も
一
緒

に
歌
を
歌
っ
た
り
、
大
声
で
笑

っ
た
り
す
る
中
で
そ
の
ヒ
ン
ト

を
つ
か
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

通常点検をする団員たち

笑顔の絶えない参加者

雲
を
偲
ぶ
会
会
長
若
林
善
敬
氏

が
知
り
、
町
と
し
て
も
是
非
と

も
譲
渡
を
と
懇
請
し
ま
し
た
が

決
着
せ
ず
歳
月
が
流
れ
ま
し
た

が
、
寄
託
な
が
ら
会
津
へ
帰
り

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

な
お
、
連
判
状
譲
渡
が
不
調

と
な
り
、
そ
の
こ
と
を
心
配
さ

れ
た
故
星
源
孝
氏
は
、
京
都
の

専
門
業
者
に
依
頼
し
連
判
状
の

レ
プ
リ
カ
二
巻
を
作
り
、
そ
の

一
巻
を
金
山
町
へ
寄
贈
さ
れ
、

中
央
公
民
館
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

＊
今
回
は
、
数
字
で
見
る
金

山
町
の
歴
史
の
連
載
は
お
休
み

し
ま
す
。文

化
財
調
査
委
員

 

渡
邊　

良
三忠誠連判状の一部
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納期限は
6月1日です

今月の納税
●
固

定

資

産

税　
　

１　

期

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

１　

期

●
介

護

保

険

料　
　

１　

期

●
水

道

使

用

料　
　

５
月
分

●
保　
　
　

育　
　
　

料　
　

５
月
分

こ
れ
か
ら
の
予
定

表　
　
　
彰

消
防
団
春
季
検
閲
式
で
表
彰

　

四
月
二
十
六
日
、
平
成
二
十

一
年
度
金
山
町
消
防
団
春
季
検

閲
式
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達

（
三
月
六
日
表
彰
）

•
功
労
章

団　

長　

菅
家
要
一
郎（
本
名
）

•
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長　

五
ノ
井
義
一（
本
名
）

★
５
月
★

▼
20
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

 

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
23
日（
土
）

•
金
山
小
運
動
会

 

午
前
９
時
〜　

金
山
小
校
庭

▼
24
日（
日
）

•
田
代
山
登
山
（
土
倉
）

　

午
前
９
時
30
分

 

田
代
集
落
集
合

▼
30
日（
土
）

•
横
田
小
・
横
田
地
域
合
同

　

大
運
動
会

　

午
前
8
時
50
分
〜

 

横
田
小
校
庭

★
６
月
★

▼
４
日（
木
）

•
子
宮
が
ん
検
診

　

午
後
１
時
〜

 

大
塩
地
区
体
育
館

▼
７
日（
日
）

•
御
神
楽
岳
山
開
き

　

午
前
６
時
50
分

 

金
山
町
役
場
集
合

▼
11
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜
金
山
町
役
場

▼
17
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
功
労
章
（
勤
続
25
年
以
上
）

　

五
ノ
井
信
吾（
小
栗
山
）、
若

林
利
一
郎（
福
沢
）、
五
ノ
井
貞

彦（
高
倉
）、
井
草
正
美
（
大
志
）

▼
善
行
章
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

菊
地
守
（
土
倉
）、
本
多
勲
、

水
井
昇
司
（
大
志
）、
五
ノ
井

豊
、
五
ノ
井
泰
範
（
水
沼
）、

菅
家
敏
（
大
塩
）、
山
口
眞
之

（
板
下
）、
長
谷
川
昌
伸
（
滝

沢
）

▼
精
勤
章
（
勤
続
15
年
以
上
）

　

横
田
雄
治
（
本
名
）、
目
黒

祐
一
（
八
町
）、
横
山
佳
吉
（
川

口
）、
菅
家
糖
文（
滝
沢
）、
佐
々

木
貴
之
（
小
栗
山
）

▼
永
年
勤
続
章

 

（
勤
続
10
年
以
上
）

　

折
笠
正
之
、
五
ノ
井
浩
（
本

名
）、
滝
沢
和
志
（
田
沢
）

【
初
期
消
火
一
般
協
力
者
感
謝
状
】

　

諏
佐
芳
子
（
小
栗
山
）、
五

ノ
井
孝
喜
、
五
ノ
井
仁
（
大
志
）

（
昨
年
十
月
五
日
、
小
栗
山
で

の
ぼ
や
の
際
、
い
ち
早
く
駆
け

つ
け
消
火
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
）

【
退
職
団
員
感
謝
状
】（
退
職
幹

部
（
班
長
以
上
経
験
）
及
び
勤

続
十
五
年
以
上
の
団
員
）

　

三
瓶
修
兒
（
大
塩
）、
渡
部

忠
司
（
本
名
）、
長
谷
川
三
起

男
、
諏
佐
賢
治
（
川
口
）、
菅

家
敏
、
小
沼
道
仁
（
大
塩
）、

菅
家
仁
（
滝
沢
）、
横
田
哲
（
越

川
）、
山
口
眞
之
（
板
下
）、
諏

江
康
幸
（
下
大
牧
）

募　
　
　
集

河
川
美
化
作
業
の
団
体
募
集

　

河
川
周
辺
の
美
化
作
業
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
業
箇
所

　

町
内
の
一
級
河
川

▼
作
業
内
容

　

河
川
周
辺
の
草
刈
り
な
ど

▼
募
集
締
切

　

五
月
二
十
九
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
５
３
１
１

税
務
職
員
を
募
集

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
試
験
名

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
税
務

試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

▼
受
験
資
格

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
〜

　

平
成
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

六
月
二
十
三
日（
火
）〜

　

六
月
三
十
日（
火
）

▼
受
験
申
込
書
の
請
求

　

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事

務
局
で
、
五
月
十
一
日（
月
）か

ら
配
布
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
0
2
2
–
2
2
1
–
2
0
2
2

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
0
2
2
–
2
6
3
–
1
1
1
1

感謝状を贈られる五ノ井孝喜さん（左）と
五ノ井仁さん（右）
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お
知
ら
せ

長
期
使
用
製
品
の
安
全
点
検

　

製
品
の
長
期
間
の
使
用
に
と

も
な
い
、
火
災
な
ど
の
重
大
な

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
製
品
に
も
寿
命
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
製
品
の
保

守
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制

度
は
、
消
費
者
の
保
守
点
検
を

メ
ー
カ
ー
や
販
売
事
業
者
等
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
制
度
で
、

所
有
者
登
録
を
す
る
こ
と
で
、

適
切
な
時
期
に
点
検
通
知
が
届

き
ま
す
の
で
、
点
検
（
有
料
）

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

東
北
経
済
産
業
局

☎
0
2
2
–
2
2
1
–
4
9
1
8

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
送
付

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
わ
か
り

や
す
い
年
金
を
目
指
し
て
年
金

の
情
報
を
届
け
る
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
の
送
付
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

▼
送
付
対
象

•
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
の

被
保
険
者

▼
送
付
開
始
月

　

平
成
二
十
一
年
四
月

▼
送
付
周
期

　

毎
年
の
誕
生
日
の
月
に
送
付

※
毎
月
一
日
生
ま
れ
の
方
は
誕

生
月
の
前
月
に
送
付

▼
内
容

①
年
金
加
入
期
間

②
年
金
見
込
額

③
保
険
料
の
納
付
額

④
年
金
加
入
履
歴

⑤
厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間
月

ご
と
の
標
準
報
酬
月
額
、
賞

与
額
、
保
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
全
て
の
期
の
月

ご
と
の
保
険
料
納
付
状
況

　

社
会
保
険
庁
に
届
け
て
い
る

住
所
が
現
住
所
と
違
う
方
は
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
き

ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
–
0
5
8
–
5
5
5

育
樹
祭
の
参
加
者
を
募
集

　

両
沼
地
方
緑
化
推
進
委
員
会

で
は
、
第
一
回
両
沼
地
方
育
樹

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

育
樹
祭
は
、
育
樹
を
意
識
し

緑
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
く
住
民
の
参
加
を
得
て
森
林

整
備
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

育
樹
祭
に
お
い
て
、
太
郎
布

地
内
の
栗
林
の
除
伐
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
町
の
森
林
を
守
る

た
め
に
、
み
な
さ
ん
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時

　

六
月
九
日（
火
）
午
前
十
時

▼
会
場

•
集
合
場
所
及
び
式
典
会
場

会
津
縦
貫
道
路
の
愛
称
募
集

　
「
会
津
縦
貫
北
道
路
」
は
、
喜

多
方
市
と
会
津
若
松
市
を
結
ぶ

約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
四
車

線
、「
会
津
縦
貫
南
道
路
」
は
、

会
津
若
松
市
と
南
会
津
町
を
結

ぶ
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
二

車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

た
だ
い
ま
、
両
道
路
の
愛
称

※
入
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場

合
は
、
相
当
額
の
図
書
券
。

▼
募
集
期
間

　

六
月
一
日（
月
）か
ら

　

六
月
三
十
日（
火
）ま
で

　

 

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
問
い
合
わ
せ

県
庁
土
木
部
道
路
計
画
係

☎
0
2
4
–
5
2
1
–
7
4
6
9

U
RL:http://w

w
w
.cm
s.pref.

fukushim
a.jp/

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法

•
は
が
き
に
愛
称
（
何
点
で
も

可
、
自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
る
）
と
簡
単
な
説
明
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
応
募

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

国
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

▼
賞

•
最
優
秀
賞
１
点

賞
状
お
よ
び
副
賞
５
万
円

•
優
秀
賞
２
点

賞
状
お
よ
び
副
賞
２
万
円

金
山
町
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
な
ろ
館
」

•
育
樹
会
場

太
郎
布
地
区　

惣
山
地
内

▼
作
業
内
容

育
樹
作
業
（
栗
林
除
伐
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
観
光
係

 

☎
54
–
５
３
２
７

御神楽岳山開きのお知らせ
　御神楽岳は、新潟県境にある標高1,386メー
トルの秀峰です。山開きは、1,266メートルの
本名御神楽岳にて行われます。
　初夏の御神楽岳に登り、さわやかな一日を
お過ごしください。
▶期　　日　 6月 7日（日）※小雨決行
▶集合時刻　午前 6時50分
▶集合場所　金山町役場駐車場
※登山口に駐車場はありませんので、送迎バ
スをご利用ください。
◎問い合わせ
金山町地域振興課　☎５４－５３２７
金山町観光協会　　☎５４－２３１１

眺めを楽しむ登山者たち
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ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
福
島
市
の
匿
名
希
望
の
方
か

ら
五
万
円

　

ご
寄
付
は
、
金
山
町
の
自
然

環
境
の
保
全
や
地
域
の
活
性
化

な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
税
等
の
全
納
割
引
制
度

　

固
定
資
産
税
と
町
県
民
税

は
、
年
四
回
に
分
け
て
納
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
納
期
分
を
第
一
期
の

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
と
年
税

額
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

年
税
額
で
固
定
資
産
税
は
二

万
円
以
上
、
町
県
民
税
は
二
万

八
千
円
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

　

第
一
期
の
納
期
限
は
固
定
資

産
税
が
六
月
一
日
、
県
町
民
税

は
六
月
三
十
日
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１

人　
　
　
事

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
、
長

谷
川
千
鶴
さ
ん
（
川
口
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
四
月
一
日
か
ら
二
年

間
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
の
「
広
報
か
ね
や
ま
」

三
ペ
ー
ジ
の
記
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

四
段
目
本
文
に
あ
る
「
本
田

技
研
工
業
の
創
始
者
故
本
田
宗

一
郎
」
は
、「
松
下
電
器
産
業
の

創
始
者
故
松
下
幸
之
助
」
の
誤

り
で
し
た
。

　

五
段
目
の
金
山
中
へ
の
寄
贈

の
中
で
「
中
丸
正
夫
さ
ん
（
大

志
出
身
）」は
、「
中
丸
正
夫
さ
ん

（
越
川
出
身
）」の
誤
り
で
し
た
。

　

同
じ
く「
大
竹
新
吉
さ
ん（
大

志
）」
は
、「
大
竹
信
吉
さ
ん
（
大

志
）」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

地
域
振
興
券
の
ご
利
用
は
お
早
め
に

ご
利
用
は
6
月
30
日
ま
で

　
「
金
山
町
地
域
振
興
券
」

は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三

十
日
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
店

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
川
口

阿
部
石
油
店
／
長
谷
川
石
油

店
／
民
宿
ふ
じ
／
カ
ン
ケ
ベ

ー
カ
リ
ー
／
押
部
商
店
／
Ｊ

Ａ
会
津
み
ど
り
金
山
総
合
支

店
／
栗
城
商
店
／
不
二
屋
食

堂
／
の
ん
き
や
／
マ
ル
ゴ
衣

料
店
／
金
山
ガ
ス
／
長
谷
川

靴
店
／
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ハ
セ

ガ
ワ
／
ス
ナ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り

／
加
藤
徳
司
商
店
／
加
藤
商

店
／
星
精
商
店
／
目
黒
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
五
ノ
井

金
物
店
／
佐
久
自
動
車
整
備

工
場
／
川
口
自
動
車

▼
小
栗
山

民
宿
こ
ば
や
し
／
民
宿
朝
日

屋
／
栗
城
建
設
／
民
宿
亀
六

▼
八
町

押
部
塗
装
店
／
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

め
ぐ
ろ

▼
玉
梨

坂
内
商
店
／
玉
梨
豆
腐
茶
屋
／

恵
比
寿
屋
旅
館
／
旅
館
玉
梨
／

せ
せ
ら
ぎ
荘

▼
西
谷

渡
部
守
蔵
商
店
／
大
和
建
設
工

業
／
風
の
谷

▼
本
名

旭
屋
商
店
／
か
ね
や
ま
味
噌
工

房
／
折
笠
木
工
所
／
ヘ
ア
ー
サ

ロ
ン
・
モ
コ
／
雪
下
自
動
車
工

業
／
栗
田
畳
店
／
ラ
ッ
キ
ー
美

容
院
／
金
山
建
材
店

▼
橋
立

民
宿
橋
立
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

▼
大
志

大
竹
製
材
所

▼
中
川

長
清
商
店
／
こ
ぶ
し
館
／
星
電

機
商
会
／
星
儀
助
商
店
／
佐
藤

農
機

▼
水
沼

橋
本
屋
商
店

▼
沼
沢

沼
沢
湖
山
荘

▼
横
田

馬
場
商
店
／
奥
会
津
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
／
横
田
金
物
店
／
新

国
自
動
車
／
新
国
商
店
／
会

津
金
山
運
輸
／
ひ
ょ
と
っ
こ

亭▼
上
横
田

ヒ
ロ
セ
／
ハ
ル
ミ
美
容
院

▼
土
倉

美
福
美
容
院
／
山
十
建
設

▼
大
塩

田
代
ス
ト
ア
ー
／
新
星
自
動

車
整
備
工
場
／
民
宿
た
つ
み

荘
／
ス
ナ
ッ
ク
麻
里
／
横
田

石
材

▼
滝
沢

清
水
屋
商
店
／
渡
部
電
器
店

▼
山
入

中
丸
商
店
／
山
入
山
菜
加
工

所▼
越
川

斎
藤
自
転
車
店
／
中
丸
技
研

◎
問
い
合
わ
せ

金
山
町
商
工
会

 

☎
54
–
２
３
１
１

委嘱を受ける長谷川さん
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総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
か
ら
特
定
健
診
と
な
り
、
四
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
未
満
の
方

は
義
務
健
診
で
す
。

　

な
お
、
が
ん
検
診
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
身
の
健
康
管

理
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
行
っ
た
秋
の
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
検
診
時
に
必
要
な
物

　

次
の
も
の
を
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
、
当
日
忘
れ
ず
に
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

•
保
険
証

（
国
保
・
後
期
高
齢
・
社
保
）

•
受
診
券

（
国
保
及
び
社
保
被
扶
養
者
）

•
検
診
受
診
録

•
生
活
機
能
検
査
票（
該
当
者
）

•
検
査
に
必
要
な
尿
や
便
な
ど

▼
受
診
録

　

決
め
ら
れ
た
検
診
以
外
に
、

希
望
さ
れ
た
検
診
が
印
字
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
変
更
も
可
能

で
す
の
で
、
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
受
付
時
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

▼
大
腸
が
ん
検
診

　

採
便
容
器
を
お
送
り
し
ま
す

が
、
実
施
さ
れ
な
い
方
は
、
お

早
め
に
容
器
を
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
肺
が
ん
検
診
（
喀か

く

痰た
ん

検
査
）

　

対
象
者
に
は
、
喀
痰
容
器
を

お
送
り
し
ま
す
が
、
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
容
器
を
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
生
活
機
能
検
査

　

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
検
診

台
帳
作
成
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
い
た
だ
い
た
方
の
う
ち

一
部
の
方
で
す
。

　

な
お
、
該
当
者
に
は
、
検
査

用
紙
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
は
、
後
期
高
齢
検
診

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
検
査
料
金

　

自
己
負
担
は
、
検
診
の
数
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
検
査
が

終
わ
っ
た
後
に
、
合
計
金
額
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

•
特
定
健
診
及
び

　

後
期
高
齢
検
診　

千
円

•
そ
の
他
の
検
診

　

一
検
査
に
つ
き
五
百
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

総 合 健 診 予 定 表
実施月日 対象地区 実施会場 受付時間

5月20日 水 板下・宮崎・三更・高倉・下大牧
上大牧・水沼・上田・大志 町 民 体 育 館

午前 8時～午前 9時

5月21日 木 橋立・湯倉・本名・西谷 町 民 体 育 館

5月22日 金 太郎布・沼沢・福沢
大栗山・八町・小栗山 町 民 体 育 館

5月23日 土 玉梨・川口 町 民 体 育 館

5月25日 月 山入一・山入二・大塩 大塩地区体育館

5月26日 火 横田・上横田・土倉 大塩地区体育館

5月27日 水 越川・西部・滝沢・田沢 大塩地区体育館

※バス配車時刻は受診者に配布済みの配車表をご覧ください。
　不明な点がある方は、下記にお問い合わせください。

◎問い合わせ…保健医療係　☎５４－５１３５
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平
成
二
十
一
年
三
月
末
ま
で
に
、
町
が
使
っ
た
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
な
ど
に
基
づ
き
、
年
二
回
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、

平
成
二
十
年
度
の
予
算
と
し
て
は
二
回
目
で
す
。
最
終
の
一
般
会
計
予
算
は
、
二

十
八
億
四
千
五
百
二
十
八
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
。
特

別
会
計
は
十
五
億
一
千
二
百
四
十
六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
二
十
九
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
分
の
町
債
（
町
が
借
り
た
額
）
は
、
一
億
七
千
七
百
六
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（平成21年 3 月現在）

平成20年度
予算が確定

町予算の
あらまし

一般会計　歳入 （単位：万円）
区　　　分 当　初 9月末現在 最　終

町 税 4億4,881 4億7,298 4億7,198
地 方 譲 与 税 3,730 3,730 3,686
地 方 消 費 税 交 付 金 2,710 2,710 2,257
自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,340 1,340 1,206
地 方 交 付 税 12億9,800 13億3,926 14億3,066
分 担 金 及 び 負 担 金 1,852 1,852 1,432
国 庫 支 出 金 1億2,634 1億2,837 3億5,279
県 支 出 金 2億616 2億769 1億8,647
繰 入 金 6,239 2,510 2,006
諸 収 入 3,514 3,527 3,500
町 債 1億9,410 2億496 1億7,706
そ の 他 5,770 8,278 8,546

計 25億2,496 25億9,273 28億4,528

一般会計　歳出 （単位：万円）
区　　　分 当　初 9月末現在 最　終

議 会 費 5,078 4,486 4,417
総 務 費 5億1,470 5億4,534 6億2,400
民 生 費 3億4,570 3億8,174 4億4,369
衛 生 費 2億5,418 2億5,374 2億7,396
農 林 水 産 業 費 9,721 1億123 1億516
商 工 費 1億1,405 1億263 1億3,032
土 木 費 2億8,025 2億8,693 3億975
消 防 費 1億764 1億715 1億1,064
教 育 費 2億2,226 2億2,712 2億6,705
災 害 復 旧 費 511 511 411
公 債 費 5億1,304 5億1,304 5億888
そ の 他 2,004 2,384 2,357

計 25億2,496 25億9,273 28億4,528

特別会計　予算 （単位：万円）
区　　　分 当　初 9月末現在 最　終

国民健康保険（事業勘定） 4億5,962 4億6,339 4億4,920
国民健康保険（施設勘定） 1億4,812 1億4,765 1億4,535
簡 易 水 道 事 業 2億1,623 2億1,885 2億3,321
老 人 保 健 事 業 7,430 1億1,345 1億296
町 営 バ ス 事 業 2,740 2,740 2,665
農 業 集 落 排 水 事 業 761 761 722
介 護 保 険 4億1,933 4億1,996 4億3,333
特定地域生活排水処理事業 1億1,775 8,111 6,123
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5,749 5,749 5,331

計 15億2,785 15億3,691 15億1,246

改良がすすむ町道高倉線
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あ の 人 こ の 人
４月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん
該当はありませんでした。
お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに
渡　部　日出子（80歳）横　田
今　井　亮　修（86歳）山入一
滝　沢　清　子（92歳）田　沢
星　　　マツ子（76歳）川　口
雪　下　ツキノ（95歳）本　名
菅　家　　　忠（68歳）本　名
長谷川　ヱ　ン（88歳）西　谷
栗　城　マツ子（86歳）玉　梨
中　條　キイ子（85歳）本　名

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

宮下病院だより宮下病院だより

《 医 師 紹 介 》

　はじめまして、この 5月より県立会津総合病院から宮下
病院に転勤してまいりました黒沢正喜です。52歳です。
　出身は、埼玉県秩父郡小鹿野町（おがのまち）です。埼
玉県というと、都会のイメージを浮かべるかもしれません
が、小鹿野町は埼玉県の北西部の山間部の町です。三島町
の風景は故郷に似ていて、なつかしい感じがします。
　昭和56年に福島医大を卒業して、研修の後、平成 6年か
ら平成21年 3月まで県立会津総合病院に勤務していました。
　専門は、消化器内科です。特に、会津総合病院に勤務し
ているころは、胃や胆管などの内視鏡治療に力を注いでい
ました。内視鏡は得意です。ぜひ、宮下病院に来て胃や大
腸の内視鏡検査を受けてみてください。もちろん、消化器
だけでなく、心臓や肺などの他の病気についても、板橋院
長をはじめ病院のスタッフと協力して精一杯診療していき
ます。
　地域のみなさんのお役にたつよう頑張りますので、よろ
しくお願いします。

金山町の人口（ 5月 1日現在）

世 帯 数　1,152世帯（＋ 3）
人　　口　2,653人　（＋ 2）
　 男 　　1,256人　（＋ 7）
　 女 　　1,397人　（－ 5）

※（　）内は先月比

副院長

黒沢　正喜（くろさわ　まさき）

 　

町
で
は
、
今
年
度
「
緑
の
ふ

る
さ
と
協
力
隊
」
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
山
村
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持

つ
若
者
が
居
住
地
域
を
中
心
に

農
業
や
林
業
、
地
域
づ
く
り
な

ど
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
新
た
な
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
隊
員
の
都つ

づ
き築
朋と

も

恵え

さ
ん
に
自
己
紹
介
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

「
自
然
と
と
も
に
…
」

　

は
じ
め
ま
し
て
、
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
と
し
て
金
山
町
に

派
遣
さ
れ
た
都
築
朋
恵
で
す
。

愛
知
県
豊
川
市
出
身
の
二
十
四

歳
。
大
学
卒
業
後
、
二
年
間
は

名
古
屋
で
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
季
節
と
天
気
の
わ
か

る
環
境
の
中
で
体
を
動
か
し
て

生
活
し
た
い
！
と
思
い
、
ふ
る

さ
と
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

金
山
町
の
皆
さ
ん
と
た
く
さ

ん
お
話
を
し
て
い
ろ
ん
な
知
恵

を
学
び
た
い
で
す
。
特
に
「
食
」

に
は
強
い
関
心
が
あ
る
の
で
、

金
山
町
の
お
い
し
い
郷
土
料
理

や
農
作
物
の
作
り
方
を
学
び
、

実
践
し
て
、
身
も
心
も
き
れ
い

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
の
優
し
さ
と

笑
顔
が
す
て
き
な
金
山
」

　

金
山
町
に
来
て
か
ら
ま
だ
一

カ
月
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
人
の
優
し
さ
に
感
動
し

て
い
ま
す
。
ど
こ
に
行
っ
て
も

笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
、

本
当
に
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
自
分
の
地
域
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
精
力
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
姿
を
見

て
、
私
も
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
ら
な
け
れ
ば
！
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま

れ
た
金
山
町
で
暮
ら
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
、
一
年
間
で
何
に
挑

戦
で
き
る
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
か
け
た
ら
い
つ
で
も
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

都
築
さ
ん
が
、
一
年
間
有
意

義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
の
み
ん
な
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

都
築
さ
ん
が
着
任

都築朋恵さん
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

三
年
目
を
迎
え
た
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
が
、
金
山
小
と

横
田
小
の
児
童
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

金
小
ゆ
う
が
た
ク
ラ
ブ
は
、

開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
午

後
四
時
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
初
め
て

の
地
域
活
動
日
に
は
、
お
に
ぎ

り
を
持
っ
て
上
井
草
橋
の
近
く

の「
か
ね
や
ま
ふ
れ
あ
い
広
場
」

ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
。
自
分
で
作

っ
た
お
に
ぎ
り
を
お
い
し
そ
う

に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
夕
暮
れ

の
春
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

よ
こ
た
ふ
れ
あ
い
教
室
は
、

横
田
小
学
校
の
図
書
室
を
会
場

に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
天
気
の
い
い
日
は
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
員
の
都
築
朋

恵
さ
ん
と
一
緒
に
校
庭
で
元
気

に
遊
ん
だ
り
、
室
内
カ
ー
リ
ン

グ
な
ど
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
確

保
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
か
か
わ

る
こ
と
で
心
豊
か
に
健
や
か
に

成
長
す
る
環
境
を
つ
く
る
も
の

で
す
。

　

各
教
室
で
は
、
支
援
や
協
力

い
た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

☎
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二
十
一
年
度
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト

地
域
の
協
力
者
募
集
中

市町村対抗軟式野球
参加選手募集

　昨年、初出場初勝利をあげた金山町チームへ
の参加選手を募集します。
　町内在住者及び町内中学校出身者（ふるさと
選手）が大会に出場することができます。
　練習のみ参加も可能ですので、一緒に白球を
追いかけましょう。
★練習　毎週火・金曜日 午後７時～
★場所　金山中グラウンド

◎問い合わせ
金山町体育協会（中央公民館内）
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図 書 室 だ よ り

□忠誠日本一……… 栗城正義（歴史春秋社）
☆280年間主君を支え続けた会津山ノ内家の
　家臣たち

□よるくま……………… 酒井駒子（偕成社）
☆ある夜、男の子の部屋にくまさんが遊びに来
て…

◆「小さくてもキラリと光る図書室」の充実のた
め、みなさんのご利用をお待ちいたしておりま
す。

◎問い合わせ 中央公民館 ☎ 54-5360

あたらしい本が入りました

おにぎりを食べる子供たち

伊達市戦で力投する長谷川貴宏投手

□デイリーマフィン＆おめかしカップケーキ
 ……… 石橋かおり（株式会社ＭＣプレス）
☆食べるのも作るのもお手軽なマフィンやカッ
プケーキがたくさん載っています。

県立図書館の本を紹介します


